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います。
　――病院薬剤師として働いていて大
変だと感じるのはどんな部分ですか。
　内海　一言でいうと病院薬剤師は忙
しいと思いますね。私は薬剤師になっ
て２年目のレジデントなので、まだ病
棟には行っていないのですが、病棟業
務が始まると、その日に服薬指導した
内容のカルテを時には業務後に書いた
り、医師と今後の患者さんの治療方針
をディスカッションしたり、それに対
する調べものをする勉強の時間も必要
となります。とにかく私にとっては、
勉強しなければいけないことがたくさ
んありますので、そういった意味で大
変ではあるものの、やりがいはありま
す。仕事はとても楽しいです。
　――薬剤師になって良かったと思う
瞬間はどんな時でしょうか。
　内田　やはり、お礼を言われたとき

師も専門性を身に
付けていこうとい
う流れがあり、ス
ペシャリストと言
われる「がん専門
薬剤師」や「感染
制御専門薬剤師」
などの薬剤師制度
が立ち上がってき
ており、専門的な
分野にも深く取り
組んでいくのが病
院薬剤師だといえ
るでしょう。病院
の中にはさまざま
なチームがあり、
まさに多職種連携
の一員として薬剤
師も専門性を発揮
しつつ、患者さん
のために頑張って

　――まず病院薬剤師の
仕事の特徴を教えていた
だけますか。
　内海　病院薬剤師の特
徴は、仕事の種類が多い
ことです。病院には多く

の部署があります。例えば、薬物血中
濃度を測定したり、院内製剤を作った
り、抗がん剤の調製も行います。医薬
品情報（ＤＩ）室では、保険薬局から
の問い合わせの電話に対応したり、薬
剤部内や病院内にさまざまなお知らせ
を発信しますし、新薬の採用、不採用

の議論にも関わります。その他にも多
くの仕事があり、病院薬剤師ならでは
の仕事を経験することができます。た
くさん学ぶことがあって大変な反面、
日々やりがいを感じているところで
す。
　内田　病院薬剤部には、さまざまな
部署があって、調剤だけではなく、他
にも多くの仕事がありますが、他職種
に関われることが一番の特徴だと思い
ます。その中で、医薬品全般に関わり、
責任を持ってジェネラリストとして働
く役割があります。また、いまは薬剤

　近年、ロボット技術が発展し、日本
における医療技術が目まぐるしく成長
している中、女性の社会進出も顕著に
なり、男女平等の社会に向けて一歩ず
つ前進しているのではないでしょう
か。今回は、日本でも数少ない女性薬
剤部長である千葉大学医学部附属病院
の石井伊都子先生と、現場でご活躍さ
れている薬剤師の内田雅士先生、内海
尊雄先生に病院薬剤師の現状について
お話をうかがうと共に、女性の働きや
すい職場環境作りについてもお聞きし
ました（日本薬学生連盟2017年度広
報統括＝吉田栄子：東邦大学４年、日
本薬学生連盟2017年度外務統括＝広
瀬若菜：明治薬科大学４年）

千葉大学医学部附属病院薬剤部

石井 伊都子さん（部長）
内田 雅士さん（薬剤師６年目）
内海 尊雄さん（レジデント２年目）

病院薬剤師に求められる専門性
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